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要 旨

京大芦生濱習林,奈 良県大台ガ原III,長 野県信大演ii林,鹿 児島県川内市にある18の森林の有1.
11

屑(F-H層),表 層 圭壌(0～25cm)か ら 七壌 糸状 菌 を 稀 釈 平板 法 に よ って 分 離 した,

(1)分11911さ れ た 糸状 菌 は胞r形 成 糸状 菌 が 殆 ん どで あ った、、Trichoderma,Penicilliumは ハ

ツ群 落 の 土壌 層 をの ぞ い て,他 の す べ て の 試 料 か ら分 離 され,森 林 の 土 壌 に棲 息 す る糸 状 菌 の中 一

要 な位 置 をiilめ てい る こ とが 推 察 され た,Mucor,Mortierellaも か な{噌 遍 的 に 分離 され た 。

Mortierellasp.P.は コジ イ林 の 十:壌層,G.sp.Cryp.1は ス ギ林 の 」壌 層,G.sp・PiceaI.F.

台 ガ原 山 トウ ヒ林 の 有 機 物 層 と1二壌 層,ヒ メシ ャラ小 径 木 林 の 有機 物 層 か ら特 徴的 に 分離 され た・

(II)同 ・気 候 条 件 の も とで は広 葉 樹 林 な らび に広 葉樹,針1矧 封の混 交 林 との有 機 物 層か ら分1

れ た.{_糸 状 菌 の総 菌数 は針 葉 樹 林 の 有 機 物 層 か ら分離 され た もの に比 して 多か った,な お種数

少 に は森 林 の 種 類 に応 じ た ・定 の傾 向 は認 め られ な か った,

(III)年 ・1λ均 気 温 が さが る につ れ て,有 機 物 層か ら分離 され たi二壌 糸状[尉群 の総 菌 数 は,少 な

っ た。 しか し圭 壌 層 か らij離 され た総 菌数 に は そ の よ うな.一定 した傾 向 は 認 め られ な か った。

(IV)各 森 林 の 試 料 か ら分 離 され た 糸状 菌 群 の 類 似 性 をSφrensenQuotientを 求 め て検 討 し

ド イツ トゥ ヒ林,柏 木 ス ギ林,オ オ シ ラ ベ林,・ ・イマ ツ群落,ヒ メ シ ャラ ・ブ ナ小 径 木 林 は他

と の Ω.S.が ひ くか った 。

大 台 ガ原iUブ 琳 と「司ウ ラジ ・モ ミ ・ブ ナ激 林 とのQ.S.80,同 ブ琳 と劃 三演 習 林 の ブナ・

ズナ ラの献 広 鄭 淋 のQ.S.75,大 台 ガ原 山 ウ ラ ジ ・モ ミ ・ブナ 混 交 林 と芦 生 の ブ ナ ・ミズナ

と の Ω.S.80が 求 め られ た,,
幽
[、

ま え が き

林木の落 輔 枝の瑠 力㈱ 也瑚 厭 性を細 け るうえに鞍 なことは林学の常、}靴な・ている
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解に作用する±壌微生物群に関する研究は少 くない。

本研究は奈良県大台ガ原山,京 大芦生演醤林,長 野県信大演褐林,鹿 児島県川内市にある各種の森

の土壌 糸状菌群について1964年 に行なった調査をまとめた ものである。

堤は本研究の計画指導にあた り,分 離 ・同定,と りまとめは安藤が行なった。なお,本 研究を広 く

導された四手井教授と試料採取の場を提供して下さった各位に厚 く御礼申しあげる。

調査 地 ならび実験 方法

i査年月ならびに調査地は第1表 に示す通 りである。

第1麦 調 査 地 概 要

饗 講 成する 講 地 篇 均 降蝿1緻 高 備 考 調査月一
良県 大 台 ガ 原 山 ゜Cmmm

トウ ヒ0-P5・749261500純 林 ・林 床 は 鮮 苔 類 に 密 に お お わ れ て い る 。6.8.9.10.

ウラ ジ ロ モ ミ0-.A5.749261500ツ ガ ・ ヒ ノ キ が わ ず か 混 入 し て い る 。.:.10.

ブナ0-F5.7492615006.8.9.10,

デナ ・シ セ クナ ゲOF・R5.749261500ブ ナ ・ヵ エ デ 林 の 中 に あ る シ ャ ク ナ ゲ 群 落 。6.8.9.10,

・・… シ・ラ ・-F・ …92615・ ・ 蒜 漏 滋ズ 徽 鱗 楚舖 嘉義嘱 …1・

い ナ ・ウ ラ ジ ロモ ミO-A.F5.749261500ブ ナ ・ ミズナ ラ ・ウ ラ ジ ロ モ ミの混 交 林。6.10,

ノナK-F8?10006.

1ガ原 山麓 河 合
'ラ カシK -Q14?2915450直 径5～locmの 小 径 木 の ア ラ カシ 林

。6.

魯ガ原 山 麓 柏 木

・ギKA-C・y・3.818493・ ・ 募禦 泓 磯 黒 の 灯 一 琳 脚 こは シfi6.9・1°.

1芦生演習林

・イ・ ・ウ ・A-P/1.8278864・ 暴酬 して植林 され た済 柵 妹 植物 は6.9.

ズ ナ ラ ・ア カ シ デAD11.867⑪ ミズ ズ等 の落 葉 広 葉樹 林,下 層 木 が 多 い。6,9.

・ギA-C'ry1・.s27887・ ・ 蘇 柔゚薦 禦 下1囎1艘L
、壱群 の ス6.9'

演習林

・イ・・S-P .・ ・828・ ・ 購 臨 ♂:浬騨 藩 蕪 藻 嚇ii・ 傾7.8.

・オ・・べS-A1・826・ ・ij25°一、、琳 床に麟 纈 、魂 酬 而・傾 ・・…

・ガS-・ ・・ ・・ ・… 繋 勢 漂 製瓢 讃 ～羅 鶯 が多く・…

・カ・・S-P.d1…2438・ ・ 康置融 緬 篇 鞭 尉 く力嚇 ・才栃 ・・1・

鳥 県 川 内 市

ジィ ・タ ブKy-Cu14.52156常 緑 広 葉 樹 林12.

ヌシ デKy-D14.52156落 葉 広 葉 樹 林12.

搬 方法:一{二壌糸状菌の群生態学的研究にまず問題にされるのは,糸 状菌の分離の方法であろう。

三までに多 くの研究者が糸状菌の分離の方法について発表 してきたにもかかわらず,確 定された方

ミない。現在までに発表された方法については,Warcupが 詳(リ)しく批判している。

こ研究では圭壌微生物群を調査するのに従来広 く使用されてぎた稀釈平板法を用いた,こ の方法に
・て平板上にあらわれる糸状菌のcoloniesは 土壌中で活動 している菌糸の形のものではなく,不 活
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動 な胞 子 か らの もの で あ る とい わ れ て い 惹,さ ら に分離 され る糸状 菌 は胞 子 を 多 くつ く る糸状菌 に

ぎ られ るほ か,培 養法 で あ るた め に,使 用 した 培 養 基 に%L育 可能 な 糸状 菌 に か ぎ られ るお それ が 大 き、

使 用 し た培 養 基 はWaksman氏 寒 天 培地 で あ る。'

し た が って,こ の研 究 では 有 機 物 の 分解 に作 用 す る糸 状菌 類 の なか で も,Phycomycetes,Ascon.

cetesやFungiImperfectiに 属 す る 多胞 一t形成 菌 につ いて きわ め て 有 利 な条 件.ドで 分 離 され た と

え る で あ ろ う,

Waksman'sagarmedium

GlucoseIO.Og

Pepton5.Og

KH2PO41.Og.

MgSO.,・?H.,00.5g

Agar15^-30gBacteriaStaticagents

H_01000ccStreptomycin30Fcg/ml

Rosebengal30μg/ml'

試 料:各 試験 地 のF-H6,表 層LO～25cmに つ い て,各5～6個 所 か ら集 め,こ れ らを1つ(ぢ)に

くまぜ あ わ せ,有 機 物 層 で はIOg,-L壌 層 か らは20g,を 試 料 と したJ

有 機 物 層 に お い てF-H層 の み を 使 用 し,Freshlitterを の ぞ い た の は,こ れ らに は 落葉 す るL'

にす で に他 種 の 糸 状 菌 が 付 着 して お り,そ の 生 育 に よ って,糸 状 菌 群 の 季節 的 な 変 動 に 不 規則 性霜

め られ る こ とが 報 告 され て い るか らで あ る(の),

繍 嗣 糧 に1糺て1ま,1壌紺 菌にかぎら引 ・鰍 生物の獺 麟 こ1懲後急灘 熱 宅

そ れ が あ るの で,短 時 間 内 に 分離 をfJな うこ とが 必 要 であ る こ とは,ALLIsoN,BRIERLEY,洞

古 翠等 に よ っ て 明 らか に され てい る ので 鹿 児 島県 の試 料 を のぞ い て,試 料 採 取 後481t!tli'i似内 に分】、

行 った。 鹿 児 島 県 川 内 市 の試 料 につ い て は 試 験 地 の 都合 上 止 む を得 ず 分離 を 行 な った のは5日 後

った 。 糸状 菌 の 培 養は,接 種 後27℃ で恒 温 器 中 に て48～70時 間 行 な った1,

稀 釈 度 は,、F板Lに あ らわれ るcolonyの 数 が30前 後 に な る よ うに,有 機 物 層 にお い ては1/is

1/2000,土 壌 試 料 で は1/500と1/1000と の 各2段 階 を使 用 した,

・F板の 数は
,各 稀釈 度 に3枚,1つ の試 料 に6枚 で,・r板1枚 当 りの 平均 のcolony数 を求 め1

ぎ の 式 に よ っ て 各試 料 の乾 燥 重 量1g当 りのcoloniesの 数 を求 めた 。

・・1・nyN・m…(/・)-c°l°nynumbe「s°nplate100 ‐Moil、(aveure≡ale)xDilutiontent(%)(哩de×1° °

分 離 され た 糸 状 菌 の 検 定 に は,GILMAN,S.FuNDER,H.L.BARNETの 宮(アラめの)1!1を使 用 し た 。

結 果 お よ び 考 察
、i奪

欝 撒識講撮 塑窄鵬器慧鏡霊鎧緬慧灘1欝勲芸象1
WITKAM・(lA1960')960),WRIGHT・ndB・LLEN(・is>961)・ 安 藤(未 発1G))等 に よ ・ て 階 ・ れ て ・》

これ らすべてにほぼ共通して,春 秋の2季 に総菌数はピークを示すとい う季節的変動は明らか

う.さ らに筆者(統 罫 螺1査 によれば,鰍 の締 数のピー・を示すときの糸状菌の欝 よ,

数は洞 じ年内のその他の季節 に分醗 れる糸状菌の騰 才・よび種とほぼ1司じであ・て,特 種嗣

が と くに数 多 く出現 す る こ とは 少 ない こ とが 推 察 され た。 富
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したが って,各 糸 状 菌 の数 につ い て,年 平 均 の数 で 各 調 査 地 の 比 較 が 可能 と思 わ れ た ので ・ こ こ で

1年平 均 の 菌数 を川 いて 林 分 ご と の比 較 を行 な うこ と に した。

第2表 は 各 調 査 で得 られ た 糸状 菌 お よ び そ の数 の'F均 を示 した もの で あ る0

ず得 られ た 糸状 菌 の種 類 につ い て比 較 し て み よ う。

Soilfungiの 分布 と活 性 につ い て の これ ま で の知 見 は,主 とし て稀 釈 平 板 法 に よ る研 究 に も とず い

・いる
。しか しな が ら,こ の 方 法 に よるfungalcoloniesは 胞 子 か ら生 ず る もの で あ る とい う批 判 が 多 い。

土壌 中 の 胞 子 の 数 は,以 前 の 土 壌 糸 状 菌 群 集 の 活 性 の 姿 で あ る に ちが い が ない の で あ るが・ 胞 子 に

とず くい か な る測定 も,胞 子 形 成 種 に関 す る結 果 を示 す にす ぎ な い。

現 在 まで に多 くの研 究 者 に よ っ て,こ の 方 法 で分 離 され て きた 糸 状 菌 は,BURGESに よ って整(の)理さ

 Absidia,Acrostalagmus,Alternaria,Aspergillus,Botrytis,Cephalosporium,Chaetomium,

bdospo血m,Cylindrocarpon,Fusarium,Mortierella,Mucor,PenicilliumRhizopus,Stremphy-

im,Trichoderma,Verticillim,Zygorrhynchusの 諸 属 が あ げ られ て お り,糸 状菌 の 分 布 が普 遍 的

もの で あ る とい うJv解 をひ き起 し て い る。

また森 林 土壌 に分 布 す る糸 状 菌 の うちPenicillium,Trichoderma,Mucor,Mortierellaが 主 要 な地

を占 め て い こ る とは 多 くの 研 究 者 の 一 致 した 結果 で あ る。

この研 究 で得 られ た結 果 は 第2表 に ま とめ て 示 して あ る。 総 菌 数 を年'F均 で 示 して あ る よ うに,こ
1

で比 較 され る種 類 は,各 調 査 ご と に 分離 され た種 類 をす べ て含 ん で い る。

分離 され た 糸 状菌 は胞 子形 成 菌 が す べ て で あ る。 なか で も,従 来 の傾 向 と 一 致 してPenicillium,

」chodermaは ・・イマ ツ群 落 の ⊥壌 層 をの ぞ い て他 の す べ ての 森 林 で 多 くの 菌 数 が 分 離 され た 。

1図,第2図,第3図 は各 調査 地 で 分離 され た 糸 状菌 の 種 類 とPenicillium,Trichodermaが 総 糸

・数 に し め る割 合 との関 係 を示 した もの で あ る。 これ に よ る と,お お よそPeniciliumTrichoder一

1ま た は その 合(ヨ)計が 全 体 の 中 で 占 め る割 合 は 種数 が減 少 す る と大 き くな る場 合が 多 い 傾 向 を示 して

り,こ れ らの 種 の 分布 が.1L:遍的 な もの で あ る こ とを示 して い る。

嗣灘i撒 畿 鵯 聯 麟 重轡 繊 に多く'針欄 土壌1こは'Trich°derma

RucorはPenicillium,Trichodermaに く らべ て,菌 数 は少 なか ったが,や は り各 試料 か ら普 遍

:分 離 され た。

Rortierellaも か な り普 遍 的 に分 離 され た。Mortierellasp.Pは19.5×103/gが コジ イ林 土 壌 層 か

纏 され たが,他 の試 料 か らは殆 ん ど分離 され なか った。 ま た この 種 は筆 者 の 調査(ユリ)(未発表)に お
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い て も,京 都 地 方 の コ ジィ 林1二壌 層 か ら4～10×10:～/9が 分離 され て お り,コ ジ ィの落 葉,落 枝

機繊 を選細 に馳 もの、,ようである.。 の属の他のものも他林分に くらべ・ジ琳 の試料か1

<211灘

cr。、、。、1。gmu,,。 。ph。1。、p。r、。m等 、、一、樋 に 、 らべ そ の 出 現 に牛撚 な く,植1

種類や,立 地条件 と酬1に 鵬 か姻 臆 渦 れな・・ようであ。た。 藍

なお種属名の判明しなかったもののなかで,特 徴のある分離が得られた糸状菌が数種あった。 恥

オ。ち,G.、p.C,yplは 柏 木 。ギ林,麟 の ・ 琳 ・瑚 ・、層 の滞 か らだ 略 、;・ll鶴ご とに 朧 さ1
摩

G.sp.PiccaIは ノ(台ガ 原lllの}・ ウ ヒ林 の有 機 物 層 とL壌 層,同 ヒ メシ ャラ,ブ ナ 小径 木 林 の
畠

物 層 の 各試 料 か らのみ 分離 され た,,こ の ヒ メ シ ャラ林 には トウ ヒの 大 径 木 が 数 本 混 入 して お り,・

層 の な か に トウ ヒの落 葉 が認 め られ た 、 、

これ らの あ る特 定 の植 生 と結 びつ い た 糸状 菌 が認 め られ た 現 僚 は,次 の理 由 か ら説 明 出来 るか' き

れ な い,

THORNTON(1961)は 森(エの)林【:壌と草 原 一十:壌o)糸〕l!こ歯 群 に 各 々特 徴 の あ る糸状 菌 が 認 め られ た こ;

糸状 菌 に 対す る有 機物 の栄 養源 と して の有 効 性 が森 林E壌 と輯}:原}:で ち が うた め で あ ろ うとの ・

い る、,

多 くの有 機 物 の 夕♪解 に つ い て 行 わ れ て きた 研究 に の べ られ て い る よ う に,植 物 の 種 類 の ちが い

って 有 機 物 の 化学 的組 成 が ち が う.、

さ らに,WAK、19)MAN,C。 、DwE。 £IMARTI欝 訣 政 ・燥2らが ・・べ て い る よ うに{、吻 の 種 類力・ぢ

ば リグ ニ ンの分 解 の 難 易 もち が って くる よ うで あ る 、rこ

した が 一,て,糸 状1;1の 栄 養 源 に 対 す る選 択 性 とそ の"mot:j'r源と して の 植 生 と の問 の相 互 作 用 に よ

これ ら糸状 菌,す な わ ちMortierellasP.P.が ・・ジ ィ林i二壌,G.sp.CrypI,が スギ林 土 壌,G

Piceaが トウ ヒ林 の 各試 料 の み か ら 分離.され た もの とi'iiiる こ とが で き よ う..、

以LTrichoderma,Penicillium,Mucor,Martierella等 の諸1萬の 糸状 菌 はdG:遍 的 に 分離 され,

林ヨニ壌 で の有 機 物 分解 に,こ れ らの種 が 作 川 し うる段 階 の 分解 に主 役 を演 じ て い る と い う多 くの

まで の 報 告 と 一一致 して い る,こ の種 の もの は 他 に 比 して よ り多 く胞 子 を 形成 す る糸 状 菌 で あ る ら・

の で,稀 釈'F板 法 に よ る結 果 か らた だ ち にそ の 活 性 を 〕与想 す る こ とは む ず か し い で あ ろ う。 しカ

が ら,B。 。G。z>S,D.P。 。KIN,げ 雷,WILLIA鼠 等 のW。 、hi。gm。 ・h・dに よ る 紺 菌 ・)分 離 喋

らび に,活 性 の 調 査 の 結 果 に よれ ば,か な り,こ れ らの諸 属 は 多 く分 離 され て い る よ うで,こ れ

種 が森 林1二壌 で つ ね に 多 くあ らわ れ る糸状 菌 て あ る とみ て よい で あ ろ う、

これ ら糸状 菌 のほ か に放 繍 辱守が か な 贈 遍 的 口 〉離 され たが ・ なか で 蔽 野 上ω 画 微 高 の 爵

イマ ツ群 落,オ オ シ ラベ 林 のL壌 層 か ら,各 調 査時 ご とに分 離 され た 、他 の 調ii地 で は8月 の 静

II!jに最 移 く 嫌 諌 た,鰍 菌 につ い て はWAK・MA費 に よ 。て2つ 鰍}・ 尉 られ て,そ の

のN・ca・di・ 属 の33種 の'{・臆 典・働 な 土壌1凝息種 で あ る と され て い る、}そ して これ らの 大部 藤

の は有 機 物 の 腐 朽 に関 す るilly.nagf1'1なi:壌微 生1}勿で あ り,糸 状 菌 ・細 菌 の いず れ よ り も乾 燥 詰゚

え る 力が 強 い もの で あ る とされ て い る 、

この菌 に関 す る 報 告 は殆 ん ど な く,L壌 微 生物 群 と有{幾物 の'J解 につ い て の研 究 の た め にはド

菌類と同檬,研 究の必要性のたきいことが推察された、なお本酬究では!妨泉菌用の培地を使用1.

な い た め この 菌 につ い て は 検 討 は 加 え な か ・った 、

つ ぎに 各 林 分 ご とに 分 離 され た 糸状 菌 の種 類 数 につ い て 考 え て み よ う 、1

各森 林 の試 料 か らIJ1=q!cCtiた 紘1肋 肺i数 は 第3表 に示 して あ る.,こ ・壊 に 示 す 数字 は鱗

G.sp.?が 各 彬 〉で そ れ ぞ オ・誇むfl纐 螺 に す る煙 ・に第2表 で か ぞ え られ る もの よ りも多 く1

い る。



分離 され た種 類数 の最

少 な なか っ た の は長 野

5の ハ イ マ ツ群 落 の有

勿層 で,こ こ では,2

δよびothersが 分離

t,ま た そ の 土壌 層 か

は,3種 で あ って これ

きわ め て少 な い。

反対 に 多か った の は,

会ガ 「百lhの ヒ メシ.vラ
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第3表 分 離 され た糸 状 菌 の種 数
Table3.Numbreofspecies.

謹 粉 紘 菌唖 数 睡 林分 紺 菌・種数 調査柵 紺 菌・鱗 
F-一・ 酬tF-HAIF-H匝

'幽一一1i回一「一.-

0-P1010K-F8-S-Pp23

0-A57K-Q-5A-P98

0-F56KA-Cry1516A-D68

0-FR99S-Pd6J4A-Cry77

0FS147S-AT65Ky-D1212

0-AF57S-A1215Ky-Cu1211

「 一' -1『 .一 一

の有 機 物 層 か らの14種,柏 木 の スギ林 の有 機 物 層 か ら15種,土 壌 層 か ら16種 で あ った。 これ ま で の

究に よ る と ス ギ林 土壌 には 糸 状 菌 の 種 類 数 も,総 菌 数 も他 の樹 種 の林 に く らべ きわ め て 少 な い こ と

限告 され て い た が,こ の研(ヱの)究で は全 く反 対 の 結 果 が得 られ た。 この こと はお そ ら く,林 床 に堆 積 し

いる有 機 物 量 の ち が い に よ る もの と考 え られ る。 す な わ ち,本 研 究 に お い て調 査 され た ス ギ林 は 有

り層 がか な り発達 して い た の に くらべ古 谷(1956)の 調(ゆ)査した スギ 林 で は これ を欠 い て いた こ とが

農し て い る もの と思 わ れ る。

越 料 か ら分離 され た種 数 を比 較 す る と,種 数 が広 葉樹 林 ±壌 に多 く針 葉樹 林 土壌 に少 ない と一 般 に

)れて い る よ うな一 定 し た傾 向 は認 め られ な か った。

た台 ガ原 山 地 方で ブナ ・ヒ メシ ャラ小 径 木 林 か ら多 くの種 数 を分 離 で きた の は,他 の 林 分 が充 分成

した 天 然 生 林 で あ った の に 女寸し,こ の林 分は 比 較 的 若 い2次 林 で あ った こ と と,種hの 樹 種 の落 葉

りな る有 機 物 層 を もつ こ と な ど の理 由 に よ る もの の よ うで あ る。

また標 高 の ち が い に よ る 種 類 の ち が い は な い よ うで あ る。 しか し なが ら本 研 究 で得 られ た これ ら の

1には,othersが か な り 多か った試 料 が 含 まれ てお り,こ の結 果 か ら種 数 と植 生 と の関 係 につ い
繹

院 る の は適 当 で なか ったか も しれ な い。
ヌ

》ぎに各林分ごとの糸状菌数についてのべよう。

肇状菌の土壌中における棲息の形態か ら考えて,糸 状菌の個体数 という概念にはほとんど意味がな

これは生理的な単位 と形態

ヒの単位を区別することが不

≡であるからだと考えられて

Ip

・か し,こ こで は 得 られ た 糸

1のcoloniesの 数 を,も ち

・,そ のcoloniesが 胞 子 か ら

⊃た もの で あ る か,菌 糸 か ら

⊃た もの で あ る か は判 断 で き

1ので あ るが ,一 応 そ の数 に
i

lあるいは有機物層における
尊

:菌の 活 性 が 反 映 され て い る

'う仮 定 の も と に考 察 して み

れ ま で に 報 告 され た 森 林 の

・糸 状 菌 数 は
,WITKAMP
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(・?6)961)の7.3。 …/9(whi・,。ak),1・ ・o;/9(beech),WRIGHT・ndB・LLEN(・96・)の α2,

、。・/9(D。ugl。,fi,),13)L^1(・956)の7.8…3/,(Pi…d・n・if.),8.4・ …/9(C・yp・m・ ・i・j・P・)・'

あ って,本 調 査 の結 果 は,有 機 物 層 か ら1.7×104/9(S-P.d)～0.2×104/9(0-A),土 壌 層 か ら`

103/g(0-F・S)～26.0×103/g(A-D)で あ ったDド1

有 機 物 層 と± 壌 層 との全 糸状 菌 数 の ちが い は有 機 物 量 の 多少 や 腐 植 化 の程 度 の ち が い な どに」 謄

の と思 わ れ るが,有 機 物 層 か ら分 離 され た総 糸状 菌 数 は,土 壌 層 か らの もの に くらべ て ×10～ 】

の単 位 で多 くな って い る。

一 般 に あ る 同一 気 候 条 件 の もの で は,広 葉 樹 林 に棲 息す る土 壌 微 生 物 群 は 針葉 樹 林 の それ に く

る と,種 お よ び総 菌 数 と もに 多 い こ とが 報 告 され て い る。 この こ とは針 葉 樹 に広 葉 樹 を混 交 す る

に よ って落葉 の分 解 速 度 を早 め る とい う点 で,混 交 林 が 有 利 で あ る とい う こ との重 要 な理 由 にあ

れ て い る。

この傾 向は,第2表,第4図 に 明 らか な よ うに,本 研究 に お い て,種 類 数 につ い て は 確認 で3C

。たが,総 齢 において耀 められ,各 調査地の磯 物層から灘 された糸状菌数は,始 バ

トウ ヒ林,ウ ラジ ロモ ミ林 に く らべ ヒ メシ ャ ラ林 で は約3倍,ブ ナ 林,ブ ナ ・シ ャ ク ナ ゲ林 で2

あ った 。
難

ウ ラ ジ ロモ ミ,ブ ナ,ミ ズナ ラ混 交 林 で も ウ ラ ジ ロモ ミに わ ず か ツ ガ ・ヒノ キ の混 入 した林6;

べ 多 い 糸状 菌数 を得 た 。}

芦 生演 習 林 の試 料か ら も ドイ ツ トウ ヒ林 に くらべ 落 葉広 葉樹 林,そ し て ス ギ と落 ・常 緑 広葉 御

交 林 か らの もの が 多か った 。1

長 野地 方 の ア カマ ツ林 か ら分 離 され た 糸 状 菌数 は 多か った 。 γ カ マ ツ林 は他 の針 葉 樹 林 に くら

葉樹 林 に近 いmicrofloraを 示 す こ とは,赤 井(未 発 表)に よ って も報 告 され てお り,こ の理 磯

て,主 に広 葉 樹 類 よ りな る 下層 木 の 多 くの 混 入 を あげ る こ とが で き よ う。 竃

こ の よ うに 広 葉樹 林 の 有 機 物 層 か ら分 離 され る糸 状 菌 数 が 針 葉 樹 林 の それ か ら分 離 され る もo. 、

も多 い の は,立 地条 件 の ちが い も考 え られ よ うが,前 述 し た よ うに,針 葉 に く らべ広 葉 は分解 し

い た め に,糸 状 菌,と くに この 研 究 で分 離 され た もの に とっ て は活 動 しや す い こ とに よ る もの 耀 、

よ うだ。1、

す なわ ち,広 葉 樹 の落 葉 が 針 葉 樹 の落 葉 に く らべ て分 解 に抵 抗 力 が ひ くい こ とは,そ れ だ け翅

の 落 葉 が 針 葉 樹 の落 葉 よ り も微 生 物 を生 育 させ や す い こ とに な ろ う。1

各 調査 地 か ら得 られ た 糸状 菌 数 を針 葉 樹 林,広 葉 樹 林 を分 け ず に,ご くお お まか に,年 平 均1

卜k鮫す る と.筋5図 に示 す よ うに,気 温 が ひ く くな る につ れ て,糸 状 菌 数 は減 少 す る傾 向が 認 ㌦

た 。 この傾 向 は,林 床 に堆 積 す る有 機 母

気 温 の 関 係 につ い て,一 般 に認 め られ1

気 温 が ひ く くな る につ れ て,有 機 物 の嘱

度 が お そ くな り,堆 積 す る有 機 物量 が1

る とい う現 象 に関 係 が あ る の で あろ うげ

わ ち年 平 均 気 温 が ひ く くな る こ とに よ

状 菌 の活 性 が 抑 制 され るた め で あ り・(き)㌔

数 も少 な くな る の で あ ろ う。 な お鹿児

内市 か ら試 料 を採 取 した の は12月 で あ 覆

ら,年 平 均 気 温14.5℃ で 図示 す る よ り1

の月 平 均 気 温8.9℃ で 図示 す る ことが

あ ったか も しれ な い 。 閥



以 上 述 べ て きた よ うに,

れ ら森 林 に は 普 遍 的 に

richoderma,Penicillium

ucor,Mortierellaな どが

らわ れ,針 葉 樹 林 と広 葉

林 とで は,総 菌 数 に お い

異 な って も種 類 数 に お い

ちが いが あ るか ど うか は

明 で あ った。 しか し,一一・

では,Mortierellasp.P.

G.sp.Cryp.IG.sp.

yeaな ど の よ うに あ る特

の森 林 に の み あ らわ れ る

の も認 め られ た。

した が って,つ ぎに,土

糸状 菌 群 の各 調査 地 の 間

類似 性 に つ い て検 討 して

ぱ う。

前述 した通 り,一 般 に は

釈平 板 法 に よ って分 離 さ

た糸 状 菌 の普 遍 性 が強 調

れて い る。 しか し,樹 種

異な る林 で は,林 地 に 還

され る有 機 物 は量 的 に も

約に も異 な るで あ ろ う。

本研 究 で得 られ た結 果 に

いて各 林 分 ご とに土 壌 糸
ヨ

菌群 の異 同 を知 る た め に

rensenguotientを 求 め 

函示 した の が 第6図,第
ヨ

図 で あ る。 これ は 各 調 査

う・ら分離 され た 糸 状 菌 群

頃似 性 を示 す もの で あ る

:,こ の研 究 に お い て,こ

方法 に よ って各 糸状 菌 群

類似 性 を検 討 す る に は い

つか の欠 点 が あ る。

それ らは,分 離 の と き

Trichoderma,あ るい は

:ucor等 の 生 長 の早 い 糸

当痢に よ っ てお おわ れ て し

って 同 定 出 来 な か った
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Othersが あ る こ と,つ ぎに この種 のW.LouBの 研(ゆ)究に 対 して,Buxxsが の べ て い る よ うに,糸

菌 群 の 分離 に使 用 す る方 法 に糸 状 菌 群 をrandomselectionで き る もの が ない とい う こ と,最 後4

の研 究 で得 られ た,Trichoderma,Penicillium,Mortierellaは 多 くの 種 が 含 まれ て い るが,こ れ ら

す べ て1つ の種 と して 取 り扱 って い る こ と な どで あ る。 この よ う な欠 点 を含 む とは いえ,各 調査 増

土 壌 糸 状 菌 群 の 質 的 な類 似 性 を同 時 に簡 単 に比 較 検 討 す る とい う点 で こ の方 法 は便 利 で あ り,1っ

手 段 と して この 方 法 を用 い た 。i

Ω.S.(%)は 次 ぎの 式(へ)(ま)から求 め られ る。
2ciQ

.s・(%)
a+b×100、

α は比 較 され る片 方 の林 か ら分 離 され た 糸状 菌 の全 種 数,bは 比 較 され る他 方 の 林 か ら分 離 さ*

糸状 菌 の全 種 数,Cは 比 較 され る2つ の林 分 か ら分離 され た 糸状 菌 の うち,両 林 分 か ら共通 して交

され た種 数 。

こ こでQ.S.の 値 が 小 さ い ほ ど 当該2林 分 の 問 の類 似 性 は少 な い こ とを示 して い る。

第6図 に示 さ れ て い る よ うに 長 野地 方 の ツガ 林,芦 生 演 習 林 の ドイ ツ トウ ヒ林,柏 木 の ス ギ林,

台 ガ原 山 の ヒ メシ ャ ラ林 の有 機 物 層 か ら分離 され た 糸状 菌 群 と他 の林 か ら分離 され た もの と の 間

Ω.S.が 小 さか っ た。

前 三 林 分 は針 葉 樹 の純 林 で あ って,林 地 へ 還 元 され る有 機 物 の組 成 が他 に くらべ て単 純 で あ り,

の うえ比 較 的 分 解 を うけ に くい もの で あ った た め か も しれ な い。

ま た ヒ メシ ャ ラ ・ブナ 小 径 木林 のQ.S.が 小 さか った こ とは,前 述 した よ うに他 の林 分 が 充 分髭
腎

し た天 然 生 林 で あ た の に 対 し,こ の 林 分 が 比 較 的 若 い2次 林 で あ った こ と と,他 の林 分 に く らべ魯

樹 種 の落 葉 よ りな る有 機 物 層 を もつ と 同時 に,笹 が密 生 して い た こ とな どに よ る もの で は なか ろ7

以 上 の林 分 とは反 対 に,Ω.S.の 大 きか った の は大 台 ガ原 山 の ブナ 林 と大 台 ガ原 山 の ウ ラジ ロ・,

・ブ ナ の混 交 林 との 間 の Ω.S.80,大 台 ガ原 山 の ウ ラジ ロモ ミ ・ブナ混 交 林 と芦 生 演 習 林 の ミズ:

・ブ ナ林 のQ .s.75,芦 生 の ミズ ナ ラ ・ブ ナ林 と大 台 ガ原 山 の ブ ナ林 の Ω.S.80で あ った。 これ1

林は,共 融 樹鞭 含む糠 広韓1林 であ・た。この傾向は耀 された戯 糸状rは 植生の衝

い い か え る と与 え られ る有 機 物 の量 ・質 的 組 成 にか な り影 響 され て お り,場 所 が異 な って も植生 ゴ1

し けれ ば よ く似 た土 壌 糸 状 菌 群 を もつ 傾 向 の あ る こ とを示 した もの とい え よ う。

つ ぎ に土壌 層 か ら分 離 され た糸 状 菌 群 の類 似 性 に つ い て み る と(Fig.7),有 機 物 層 の 糸状 菌群5

い て求 め られ たQ.s.よ り も,9.S.の 値 は 全 体 的 に小 さ くな って い る。 け れ ど も長野 地 方 のハ イ'

群 落,オ オ シ ラベ林,芦 生 スギ 林,ド イ ツ トウ ヒ林,柏 木 スギ 林,ヒ メシ ャラ林 等 の林 分 で は

の 値 の低 下 の 傾 向が は っ き りして い る よ うで あ る。 巨

この こ とは土 壌 条 件 等 環 境 要 因 の 影 響 が ち が うこ と に よ る もの と も考 え られ るが,有 機 物 の分,

過 程 に おい て,樹 種 す な わ ち落 葉 落 枝 の化 学 的 性 質 の ちが いが 有 機 物 層 に く らべ さ らに特 徴 的 に

こ とが 考 え られ るか も しれ な い。

ま た落 葉 落 枝 の性 質 の ちが い に よ って,そ の上 に発 達 す る微 生 物 群 集 に ち が いが あ る ことにつ 垂

WITKAMP(26)1961)は 葉 の 構 造,(γNの 差 な ど をあ げ,DRI謬(1961)は,落 葉 後 す ぐにち ぢ

り,乾 燥 した りす る カ シ の葉 に は,短 時 間 に生 長可 能 なmicrofungiが まず 生 育 す る な ど とい フ{

を あ げ て説 明 し て い る。

LINDEBERG(、zap946),MIK。 。A(、95籔 よ。 シ に 比 べ ブ ナ の 葉1よli、 。i。,cell。1。,eを 多 く含 ん:

る た め,ブ ナ の 落葉 中 に は生 育 の お そ いlignin,cellulose分 解 担 子菌 が 生 育 す る との べ,堤(19、

は 糸状 菌の 種 類 に よ って,lignin,cellulose,tannin等 の 各種 物 質 に対 す る 分解 力 を異 にす るご

報 告 した。 さ らに3°)lfLは,これ ら物 質 の量 的 な差 のみ な らず,各hの 質 的 な ち が い に よ って も分 解
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nち がいを認めている。 1426)31)32)

をし てWITKAMP,(1960,1961),WARcuP(1951),SAITo(1956)はmicrofungiとbacteria,

}idiomycetesと の 閲 のantaganismに つ い て 報 告 し て い る 。 こ れ に よ れ ば,basidiomycetesのmyce・

mが 認 め られ る有 機 物 に はmicrofungiが す くな い こ と を の べ て い る。
2)

;urgesetalに よれ ば,同 一林 分 内 で も,土 壌 層 別 に 糸状 菌 を 分離 して,そ の結 果 か ら各層 別 に そ

ぎれ 異 な る種 が優 勢 を示 す もの の あ る こ とが 報告 され て い る。

,1生 物 の分 布 につ い て は次 ぎ の よ うな こ と もい われ て い る。 す な わ ち,微 生 物 の分 布 は そ の栄 養 源

kっ て左 右 され,そ の活 性 は気 温,降 水 量 等 の生 態 学 的 な要 囚 に よ って決 め られ る,と い うこ とで

る。

メ上 の理 由か ら,本 研 究 に お い て,各 糸状 菌 群 の 間 に求 め られ たQ.s.の こ とな る こ と を,樹 種 の

ヒな る こ と に よ る落 葉 落 枝 の性 質,種 類,化 学 的 組 成 の ち が い に よ って,各 森 林 の土 壌 に棲 息 す る

犬菌 群 は影 響 を受 けて,microfloraを 構 成 す る種 に ちが い が生 ず る た め と考 え る こ とが で きる の で

xい か と思 わ れ る。

メ上,本 研 究 で分 離 され た 糸 状 菌 はす べ て多 胞 子 形 成 糸状 菌 で あ ったが,こ れ らの分 布 に は あ た え

亀る有機 物 の 量 と質 的 な組 成 の ちが いが,そ し て活 性 に は温 度 と降 水量 等 が,お の お の 要 因 とし て

肩して い る よ うに推 察 され た。
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 R:sum:

The flora of soil fungi from the 18 forest sites were studied by the dilution plate method. 

The 18 forest sites were the  followings  : 

     Site 1 (0–P) ; a pure forest of Picea jezoensis Carr. var. hondoensis. The understor 

     lacking and the ground flora consists densely and solely of moss (Bryophyta). The 

     is a brown forest soil. 

     Site 2 (0–A) ; an evergreen coniferous mixed Abies homloepis, Tsuga sieboldii and  C 

     maecyparis obtsusa forest. The understory is lacking and the ground flora  con 

      sparsely of moss. 

     Site 3 (0–F) ; a Fagus crenata forest. The ground flora consists of bamboograss. 

     Site 4  (0–F.R) ; a Rhododendron Metternichii cover. The canopies are covered with  be 

     and maples. The soil is wet brown forest soil and the organic horizon is well  develloi 

     Site 5 (0–F.S.) ; A deciduous broad leaved mixed Stewartia  monadelpha and Fagus  cre 

     forest. The ground is densely covered with  bamboograss. After spruce or fir  wood 
     been removed, this forest has been established naturally some dozen years  beffore 

      investigation. 

     Site 6 (A 0–F.) ; a mixed  Abies homolepis,  Fagus-crenata and Quercus  mongolice; 

     grosserrata forest. The soil is a wet brown forest soil. 
 Site  1-6 are at the Mt.  Odaigahara, Nara Prefecture and are 1500 m above the  sea" e 

The annual mean temperature is  5.7C and the annual precipitiation is 4926 mm. 

     Site 7 (K–F) ; a deciduous broad leaved mixed  forest, dominated Fagus crenata,  1 

above the sea-level. The annual mean temperature is  8.2  C. 

     Site 8 (K–Q) ; a forest of Quercus glauca, 450 m above the sea-level. The  al 

a dry brown soil. The annual mean temperature is  14.3° C, and the annual  precipitad 

2915 mm. 

     Site 9 (KA–Cry.) ; a forest of Cryptmeria japonica 350  m above the  sea-level. 

annual mean temperature is 13.8 C and the precipetation is 1847 mm. This forest  114'
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 5tablished about 40 years before this investigation. The understory is lacking and the ground 

 Ira consists densely and soley of Iris japonica Thunb. 

           Site 10 (A—P) ; a pure Picea excelsa forest and is 640  m above the sea-level . 
           Site 11 (A—D) ; a deciduous broad leaved mixed Fagus crenata , Quercus mongolia and 

           others forest 670 m above the sea-level. The soil is brown forest soil . 
           Site 12 (A—Cry) ; a mixed forest, dominated Cryptmeria japonica , 700 m above the 

            sea-level. The understory consists of many  decicuous and evergreen broad leaved trees . 

           The soil is a weak podzolized soil. 

        Site  10-12 are at the Ashu experimental forest of the Kyoto  University . The  annual mean 

• 

 !mperature is  11.8`C and the annual precipitation is 2788 mm. 
•

. 

           Site 13 (S—P. p.) a community of Pinus pumila , about 2800 m above the sea-level. The 
           soil is a weathering granite sandy soil. The annual mean temperature is  0.8°C. 

          Site 14  (S—A)  ; a pure forest of Abies Mariesii, about 2600 m above the sea-level. The 

           soil is wet brown forest soil. The understory is  lacking and the ground flora consists of 

            moss. The annual mean temperature is  1.8°C. 
           Site 15 (S—A.T.) ; a coniferous evergreen mixed Tsuga sieblodii and Abies Mariesii forest , 

           about 2000  m above the  sea-level and the ground flora consists of moss and unknown 

              grasses. 

          Site 16 (S—P.d) ; a forest of  Pinus densiflora and has been planted before 30 years. This 

           site is 800  m above the sea-level. The annual mean temperature is  10-8° C and precipita-

           tion is 1243 mm. The understory consists of  mar  y sumac and some other deciduous 

           broad leaved trees and the ground is moss cover. The soil is a black forest soil. 

        Site  14-15 are situated in the experimental forest of Shinshu University in Nagano Prefecture. 

           Site 17 (Ky—Cu) ; a evergreen broad leaved mixed Castanopsis cuspidata and  Machilus 

 Thumb. forest. 

           Site 18 (Ky—D) ; a evergreen and deciduous broad leaved mixed forest. Carpinus chono-

           skii is the most dominant. 

        Site 17-18 are situated in Sendai, Kagoshima Prefecture. The annual mean temperature is 

 5°C and the annual precipitation is 2156 mm. 

        Five or six samples were taken from F—H horizon and A horizon in each forest site . In 
         laboratory, the samples of each horizon were weighed. 

         (I) Most of microfungi isolated were heavily sporing fungi belonging in Phycomycetes 

        d Fungi Imperfecti. 

        choderma and Penicillium were generally and most abandantly isolated throughout from 

        h horizon of the experimented forest site, except the mineral soil horizon at a Pinus pumila 

           Mucor and Mortierella were generally subdominant fungi. Mortierella sp . P was isolated  
tn A horizon in the forest of Custanopis  cuspidata , G. sp. Crypt. I from A horizon in 

         forest of Cryptmeria japonica, and G. sp. Picea I from F—H horizon and A horizon in 

        ea jezoensis, and F—H horizon in the deciduous broad leaved mixed  Stewartia and  Fagus 

 est. 

         (II) Under the same climatic condition, the numbers of fungi isolated from the broad 
 ved forest and the mixed broad leaved-coniferous forest were more abandant than that



54 

from the pure coniferous forest. 

   (III) It was recognized that in the fungal flora isolated from organic horizon, the  funi 

number decreased with the decrease of the annual mean temperature. 

   (IV) The flora of soil fungi from 18 forest sites were compared with each other by  tl 

method of Soerensen. 

   Picea excelsa, Cryptmeria  japonica in Kashiwagi, Abies Mariesii, Pinus pumila, and  Stewart 

 monadelpha forest were characterized by a very different microflora of soil microfungi (Q. 

less than 50). 

   On the contrary, the Q.S. between site 3 and site 5, between site 3 and site 10, and b 

ween site 5 and site 10 were 75-80.
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